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「JENESYS2024」中国高校生訪日団の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】 

本事業は、中国の高校生を訪日招聘し、テーマ「科学技術」に関するセミナーや視察、高校訪

問などの交流の場を通じて、日本の高校生や市民との親睦を深めるほか、日本の経済・社会・文

化・歴史等が体感できるような施設や、地方都市の参観を通じて、日本についての多面的な理解

と、日中両国青少年間の友好を促進することを目的として実施しました。 

 

【参加者】中国の高校生等 50名 

【訪問地】東京都、北海道、徳島県 

 

【日程】 

■ プレプログラム 

10月 30日（水） オンライン事前オリエンテーション 

 

■ 招へいプログラム 

11月 10日（日）～11月 16日（土）６泊７日 

 

11月 10日（日）東京国際空港より入国 

【テーマに関する視察】日本科学未来館 

11月 11日（月）【表敬】外務省 

【視察】日中友好会館 

【講義・質疑応答】「生体と機械をつなぐ高分子材料」 

         講師：東京大学大学院情報理工学系研究科 

歓迎会 

11月 12日（火）【テーマに関する視察】千葉工業大学東京スカイツリータウン＠キャンパス 

11月 13日（水）～11月 14日（木）２グループに分かれ、交流プログラムを実施 

（１）グループ１ 

【交流】ホームビジット（北海道札幌市） 

【学校交流】札幌日本大学高等学校 

（２）グループ２ 

【交流】ホームビジット（徳島県三好市） 

【学校交流】徳島県立徳島北高等学校 

 

11月 15日（金） 東京へ移動、報告会（訪日成果・アクションプラン発表） 

11月 16日（土） 東京国際空港より出国 
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２．記録写真  

  

2024年 11月 11日【表敬】外務省 
2024年 11月 11日【講義・質疑応答】 

「生体と機械をつなぐ高分子材料」 

  

2024年 11月 12日【テーマに関する視察】 

千葉工業大学東京スカイツリータウン＠キャン

パス 

2024年 11月 13日【交流】 

ホームビジット（徳島県三好市） 

  

2024年 11月 14日【学校交流】 

札幌日本大学高等学校 

2024年 11月 14日【学校交流】 

徳島県立徳島北高等学校 
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３．参加者の感想（抜粋） 

◆中国高校生 

今回の高校生訪日団の一員として、私は幸運なことにみんなと一緒に中日両国の若者たちの深い

友情と文化交流の美しい瞬間に立ち会うことができました。日本の高校生との交流の中で、私たち

は互いの学びの経験や生活の経験を共有し、さまざまな活動に一緒に参加して相互理解と友情を深

め、多くの忘れられない時間を過ごしました。これらの経験で、私たちは日本についての理解を深

めただけでなく、異なる文化的背景を持つ人々との交流や友情を大切にするようになりました。今

回の活動で、中国と日本の若者の類似点と相違点を深く感じました。私たちは異なる国で、異なる

文化的背景を持っていますが、知識への渇望、未来へのビジョン、友情を大切にする気持ちは共通

しています。これらの共通点は、国境を越えて共に学び、成長することを可能にします。帰国後、

この忘れられない思い出を家族や友人に伝え、彼らが日本の文化を理解し、日本の習慣や伝統を感

じてもらえるようにします。また、訪日団のグループメンバーとこの経験を学校内に広め、周りの

人に日本を理解してもらい、中日両国の未来の友好関係に貢献できるようにします。さらに、この

経験をソーシャルメディアでも共有し、中国社会と日本社会の類似点と相違点を十分に示すことで、

より多くの人が日本を理解できるようにしたいです。私たち若い世代が中日友好の使者となり、両

国関係の発展に自らの力で貢献できることを願っています。百聞は一見に如かずで、日本の先生や

高校生のみなさんも、ぜひ中国を訪れ現地の人と交流していただきたいと思います。 

 

◆中国高校生 

今回の訪日期間中、さまざまな活動を通じて日本を深く知ることができました。東京の日本科学

未来館では、各種の展示が新鮮で刺激的で、人類の環境保護について考えさせられました。セミナ

ーでは、高分子材料に関する専門的な内容を分かりやすく紹介してくれたので、この分野に強い興

味を持ちました。各地域での参観を通じ、日本文化の魅力をより一層感じることもできました。徳

島では、大歩危の美しい田舎の風景がとても魅力的でした。ホームビジットは、受け入れ先の家族

との楽しい交流があり、言葉は通じなくても、双方の熱意は抗しがたいものでした。徳島北高等学

校では、日本の高校生と英語でコミュニケーションを取り、伝統的な日本の楽器である三味線を体

験し、SDGsについて議論することができ、中国と日本がどのように協力して世界的な課題に取り組

んでいるかをより深く理解することができました。徳島北高等学校の生徒との深い友情も育み、言

語交流の重要性を実感しました。これは、心が言葉や空間の壁を超える奥深い経験でもあります。 

日本を訪れ、日本人の厳格で真面目な態度を感じ、日本の科学技術の発展や公共サービスも享受し

ました。日本の文化は多様で、多くの違いや特徴があります。私は将来また日本に来て、日本の習

慣や文化を再び体験する機会があることを心から願っています。中日両国が手を携えてより良い明

日を迎えられますように！ 

 

◆中国高校生 

今回の活動は、学びだけではなく、文化を探求することもできました。日本の教育システムは厳

格で効率的で、高校生たちは勤勉でエネルギッシュでした。授業体験で、私たちは問題について一

緒に議論し、異なる授業スタイルを経験しました。また、三味線を演奏し、これらの伝統文化体験

を通じて、日本の歴史と文化についてより深く理解しました。今回の交流は私の視野を広げただけ
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でなく、多くの新しい友人に出会う機会も与えてくれました。将来再び日本を訪れ、この異文化間

の友情をさらに深めていく機会があることを期待しています。 

 

◆中国高校生 

今回の訪日活動では、いろいろなことを感じました。これまで行ったことのない国に来て、さま

ざまな都市の景観を見て、異なる文化を体験し、さまざまな食べ物を味わいました。また、日本の

科学技術について多くのことを学びました。“高分子材料を用いた生体モデル”のセミナーでは、学

校で学べないような、より専門的で奥深い知識をたくさん学ぶことができ、視野が広がりました。 

活動の中で、最も印象に残ったのは、日本の家庭へのホームビジットでした。私たちは日本語を使

って交流し、教科書の中で学んだ多くのことについて話し、生活スタイルや学校生活等の話題につ

いても触れました。また私たちから中国の文化についてホストファミリーに紹介しました。学んだ

知識は試験のためだけでなく、生活の中にも活かせるものだと感じました。また、日本の家族と親

交を深め、中国文化も広めることができました。 

 

◆中国高校生 

ホームビジットでは、日本の食事マナーを学びました。食事の前の“いただきます”と食事の後

の“ごちそうさまでした”等の礼儀の言葉です。家の子供たちと遊んでいる時、彼女たちの自立と

調和と愛に溢れた美しい場面も目にしました。日本人と交流することで、日本語の聞く力と話す力

が向上しました。学校訪問で、ようやく日本の学習環境を見ることができました。私たちは互いに

交流し、多くの異なる情報を交換しました。剣道体験として、剣道の三つの基本的な技を教わった

後、日本の高校生たちが緊張感のある刺激的な剣道の演技を見せてくれました。中国とはまったく

異なる文化に非常に興味があるので、彼らの一挙一動を学ぶことで多くの収穫がありました。 

 

◆中国高校生 

日本での交流学習は貴重な異文化体験であり、日本人の仕事に対する厳しさと、細部への徹底し

たこだわりを感じました。日本の教育は実践と理論の組み合わせを重視しており、高校での剣道体

験では、剣道の技術を大幅に向上させることができました。また、日常生活における礼儀と秩序に

感銘を受け、社会における敬意と謙虚さを学びました。この他に日本の自然の景色と伝統文化にも

魅了されました。桜から神社、茶道から着物、これらの独特な文化要素は、日本についてのより深

い知識と理解を与えてくれました。今回の交流は私の視野を広げただけでなく、多元文化の中で共

感と違いを見つける方法を教えてくれ、忘れられない成長の旅でした。 

 

 

４．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆高校生 

今回の交流を通じて、中国の高校生たちがどのような活動を行い、どのような学校生活を送って

いるのか、さらに彼らがどのような文化や価値観を持っているのかについて、知る機会を得ること

ができました。それまでは、中国についての知識は教科書やニュースで得られる断片的な情報だけ

で、自分の中で漠然としたイメージしかありませんでした。しかし、実際に彼らと話し、意見を交
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わす中で、その実像を具体的に理解することができたように思います。特に印象的だったのは、彼

らが勉強に対して非常に真剣に取り組む姿勢と、学校生活において仲間との協力を重視している点

です。一方で、異なる価値観に触れる中で、自分自身の視点が広がったことも大きな収穫だと感じ

ています。例えば、昼食の場での会話の中で「努力は個人だけのものではなく、家族や仲間と分か

ち合うべきだ」という考え方を聞いたとき、自分がこれまで努力を「個人の成果」として捉えてい

たことに気づかされました。このような視点の違いに触れることで、異文化交流の面白さと深さを

実感することができました。今回の経験は、中国のことを知るだけでなく、自分自身の価値観を見

つめ直すきっかけにもなりました。また、彼らとの交流を通じて、自分がどのように異文化と向き

合い、理解し合えるかを考える良い機会となりました。 

 

◆高校生 

中国の学校について詳しく聞く機会はなかったので、交流して知れてすごく面白かったです。一

緒にやったゲームも最初あまり話せなかったけど、やっていくうちに会話できるようになっていけ

て楽しかったです。また、一緒に昼食を食べた子たちとはもっとたくさん話をすることができまし

た。お互いの学校の話や国の話。進路の話など、色々話せて良い時間になりました。その後、きれ

いなお土産もいただけて、その裏にはメールアドレスも書いてありました。交流会が終わって中国

に帰国された後もメールで話ができてすごく嬉しかったです。このような交流は新しい友達ができ、

相手の国のことが知れてすごく楽しいものだと思います。私もこの交流でとても良い経験ができた

と思います。 

 

◆高校生 

中国高校生訪日団の方と交流し、日本とは異なる文化、似ている文化を知ることができました。

授業で学んだ中国の文化や歴史だけでなく、現在、中国ではどのようなことが起きているのか、ま

たそれに対して国がどのような対策をしているのかということも教えてくださり、とても勉強にな

りました。中国の生徒の方たちは、自分たちの国の政治、歴史、成り立ちなど、自分たちの国につ

いて詳しく知っており、私も日本についてもっと勉強していかなければならないと感じました。私

は、今回の交流を通じて、異文化に触れ学ぶというだけではなく、自分の国についてもっと知ると

いう課題も見つけることもできたので、とても貴重な経験をすることができました。 

 

◆高校生 

最初は出会ってすぐなのでなかなか話しかけることができずにいました。今思うと、もっと積極

的に話しかけて交流を図っていたらなと、少し後悔しています。5 時限目には仲を深めるためにた

くさんのゲームをしました。6時限目には SDGsのことについて討論し、お互いの意見を交換しまし

た。それと同時に彼らの通っている高校のことや、中国の文化を教えてくれました。お互いの母国

語ではない英語で交流するのは難しいと感じることも多かったですが、それ以上に楽しい思い出が

たくさんできました。この経験を糧に今後の場面でも活用していきたいです。短い時間でしたが、

たくさんのことを学べました。 
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◆高校生 

中国の生徒さん達と英語や中国語、日本語などを使いながらコミュケーションをとれたことは、

とても良い経験になりました。さまざまなゲームをして、言葉が通じにくくても笑顔で活動できて、

楽しかったです。日本のアニメや音楽が好きな生徒さんもいて、話が盛り上がったのが思い出に残

っています。中国語で「おはようございます」や「こんにちは」、「こんばんは」など、挨拶を教え

てくれました。私が知らないことを学ぶ良い機会でした。SDGs のプレゼンテーションをしたとき

は、中国では今どのような状態なのか教えてくれたり、日本ではどのような活動をしているのか質

問してくれたりもしました。お互いの国の今を知ることができました。これからも連絡をとり合い、

よい仲を深めていくことができたら良いなと思いました。 

 

 

５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

 

2024年 11月 15日（徳島新聞） 

「中国の高校生三味線に挑戦」 

中国の高校生が徳島県北高校を訪れ、三味線の演奏や意見交換を通して、日本の高校生と親睦を

深めたことが紹介されました。 
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今日、日本の高校を訪れ、とても感動しました。

学校内は独特な雰囲気で日本の高校生たちがき

れいな制服を着ているのを見て、漫画のなかに

いるように感じました。初めて剣道を見て、基本

的なことやレベルの高い動作も体験することも

できました。日本の授業スタイルは多様で、異な

る教育方式も知りました。日本の学校文化につ

いて新しいことも知り、有意義な活動でした。 

今回、日本の魅力をより深く体験することが

できました。東京で都会の活力を北海道で大

自然の美しさを感じました。日本の食べ物も

素晴らしく忘れられないです。また、日本の科

学技術もとても印象に残っていて、多くの先

進的な理念と技術を学びました。今回の活動

は私の視野を大きく広がり、貴重な知識や友

情を得ることができました。 

  

今回の活動で多くのことを学ぶことができまし

た。視察を通じ、世界に通じる日本の科学技術

に触れました。徳島でのホームビジットや学校

交流で日本人の親切でやさしいおもてなしを受

けました。中日両国の友情が長く続くよう中日

の若者が一緒に両国の和平と発展に貢献してい

けばよいと思います。 

初めて日本を訪れ、中国と同じようなところ

もあり、違うところもあると感じました。近

代的と伝統的なものが混在している東京と自

然豊かな徳島を訪問しました。活動を通じ本

当の日本を知ることができました。言葉は異

なりますが心は通じたと思います。日本に来

て、世界が広がりました。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表 

  

【訪日中の学び】 

学校訪問で日本の高校生の学習方法や生活習

慣を知りました。日本の文化だけでなく、異

なる文化の人との交流の重要性も感じまし

た。 

 

【アクション・プラン】 

訪日した経験を学校で報告し、同級生に日本

を理解してもらいます。ソーシャルメディア

でも共有し、中国社会と日本社会の類似点と

相違点を十分に示し、より多くの人に日本を

理解してもらうようにします。 

【訪日中の学び】 

セミナーや視察を通じ、日本の科学技術の現

状を理解しました。学校やホームビジットで

の交流を通じ、日本の文化の多様性など多く

のことを学びました。 

 

【アクション・プラン】 

今回の経験を家族や友人、ソーシャルメディ

アにも共有し、多くの人に本当の日本を知っ

てもらうようにします。日本の文化や日本語

を勉強し、中日友好に貢献していきたいで

す。 

実施団体名：（公財）日中友好会館 


